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新
た
な
広
報
戦
略

　
近
年
、
明
治
大
学
博
物
館
の
来
館
者
数
は
年
10
万
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前
の
１
割
程
度
と
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
博
物
館
・
美
術
館
の
利
用
者
は
高
齢
層
に
偏
る
傾
向
が
あ
り
、
明
治
大
学
で
も
在
学
生
の
来
館
者
は
少
な
く
、
博
物
館
の

存
在
を
知
ら
ず
に
卒
業
し
て
い
く
学
生
が
多
い
こ
と
は
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。
そ
こ
で
現
状
を
打
破
す
べ
く
、
博
物
館
学
生
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
導
入
を
皮
切
り

に
、
感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
も
来
館
の
促
進
を
図
る
た
め
、
２
０
２
１
年
６
月
に
広
報
活
動
の
強
化
を
目
指
し
た
広
報
チ
ー
ム
を
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

　
困
難
や
難
題
に
直
面
し
て
も
ひ
る
ま
ず
ひ
た
す
ら
「
前
へ
」
と
進
む
ー
大
学
博
物
館
と
し
て
知
の
継
承
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
た
め
の
広
報
的
な

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
」
と
は
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
通
じ
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
催
し
で
、
２
０
１
０
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
1

「
捕
者
め
い
じ
ろ
う
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
く
！

　
明
治
大
学
博
物
館
で
はFacebook

、Twitter

、Instagram

の
３
媒
体
に
対
し
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
各
種
案
内
告
知
を
散
発
的

に
投
稿
し
て
い
ま
し
た
が
、2
0
2
1
年
６
月
か
ら
は
投
稿
チ
ー

ム
を
組
織
化
し
て
発
信
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
参

照
）。
ま
ず
は
、
企
画
展
「
絵
図
が
語
る
内
藤
藩
の
歴
史
」
の

紹
介
を
中
心
に
各
種
案
内
の
発
信
頻
度
を
増
し
ま
し
た
。
閲

覧
数
の
顕
著
な
増
加
に
手
応
え
を
得
、７
月
か
ら
は
特
別
展「
校

友
山
脈
」（
会
期 

7
／
31
〜
11
／
3
）の
事
前
広
報
と
し
て「
校

友
紹
介
」「
大
学
史
さ
ん
ぽ
」を
発
信
開
始
、開
幕
後
は「
見
所
紹

介
」も
合
わ
せ
て
会
期
中
３
本
の
シ
リ
ー
ズ
を
発
信
し
続
け
ま

し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信

　
45
日
間
に
わ
た
る
投
票
期
間
（
７
月
27
日
か
ら
9
月
9
日
）

で
、
め
い
じ
ろ
う
は
「
1
万
4
0
4
9
票
」
を
獲
得
し
、
栄
え

あ
る
2
0
2
1
年
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

　
10
月
13
日
に
は
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
編
集
長
の
古
川
幹
夫
氏
か
ら
、
千
葉
修
身

館
長（
商
学
部
教
授
）、長
尾
進
副
館
長（
国
際
日
本
学
部
教
授
）

に
表
彰
状
と
表
彰
楯
が
手
渡
さ
れ
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
堅
い
、

敷
居
が
高
い
と
思
っ
て
い
る
方
々
に
対
し
て
、
め
い
じ
ろ
う
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
広
報
活
動
な
ど
で

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
捕
者
め
い
じ
ろ
う
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
制
作

　
ホ
ラ
イ
ズ
ン
ブ
ル
ー
の
窓
枠
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を
出
す
め
い

じ
ろ
う
が
可
愛
い
デ
ザ
イ
ン
。Ｔ
シ
ャ
ツ
地
は
シ
ン
プ
ル
な
ホ
ワ
イ

ト
、
胸
元
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
仕
様
な
の
で
、
普
段
使
い
し
や
す
い

の
が
特
徴
で
す
。
ぜ
ひ
着
用
し
て
、
め
い
じ
ろ
う
と
お
出
か
け

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
特
別
展
広
報
開
始
に
前
後
し
、
大
学
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
博
物
館
及
び
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
案
内
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
す
る
、
学
生
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
よ
る
「
め
い
じ
ろ
う

と
お
さ
ん
ぽ
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。Ｉ
Ｍ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ア

ワ
ー
ド
」
に
当
館
の
捕
者
め
い
じ
ろ
う
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
こ

と
か
ら
（
7
／
27
投
票
開
始
）、
８
月
以
降
は
コ
ン
セ
プ
ト
を

ア
ワ
ー
ド
の
広
報
に
継
承
し
ま
し
た
。
ア
ワ
ー
ド
終
了
後
に
は
、

ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
広
島
大
学
総
合
博
物
館
の
ヒ
ロ
ッ
グ
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
紹
介
記
事
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
展
示
室
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
一
般
的
に
は
注
目

度
が
低
い
と
言
わ
れ
る
常
設
展
に
つ
い
て
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

る
べ
く
、「
常
設
展
も
す
ご
い
」
を
8
月
19
日
か
ら
開
始
し
ま

し
た
（
12
月
終
了
）。
ま
た
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
解
説
記
事

【ホライズンブルー】
明治大学創立140周年記念
事業のテーマカラーとなって
おり、空色の一種で、地平
線近くの淡い緑みの空色
【販売価格等】１枚1,100円
（税込）、サイズ：ＸＸＬ．ＸＬ．
Ｌ．Ｍ．Ｓ

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、
以
前
は
本
誌
に
連
載
し
て
い
た

タ
イ
ト
ル
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
移
し
、
展
示
あ
る
い
は
収
蔵
さ
れ

て
い
る
資
料
や
研
究
動
向
に
つ
い
て
担
当
者
が
解
説
す
る

Facebook

版
「
学
芸
研
究
室
か
ら
」
も
8
月
26
日
か
ら
発

信
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
人
気

投
票
を
お
こ
な
っ
て
土
偶

の
グ
ッ
ズ
（
ア
ク
リ
ル
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
）
を
制
作
し
た

り
、
日
常
的
な
業
務
の
１

コ
マ
を
紹
介
す
る
な
ど
、

多
彩
な
情
報
の
発
信
に
努

め
て
い
ま
す
。
年
が
明
け

た
1
月
か
ら
はnote

で
の
発
信
も
加
わ
り
、
今
後
は
メ
デ
ィ
ア

別
の
ユ
ー
ザ
ー
特
性
な
ど
も
分
析
し
、
効
果
的
な
発
信
を
お
こ

な
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

2022年2月22日 現在

着用参考画像
（164cm Mサイズ）
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の
ユ
ー
ザ
ー
特
性
な
ど
も
分
析
し
、
効
果
的
な
発
信
を
お
こ

な
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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（164cm Mサイズ）
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NEWS 01

NEWS 03

NEWS 04 NEWS 02

漆器資料の寄贈を
受けました

解説動画の公開

新型コロナウイルス
感染症への対応明治大学ミュージアム「文化発信」資金（寄付制度）のご案内

　埼
玉
県
鴻
巣
市
の
旧
家
か
ら
商
品

部
門
の
資
料
と
し
て
漆
器
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
蓋
付
の
椀
類
の
ほ
か
重
箱
、

蒸
籠
な
ど
が
あ
り
、
塗
り
技
法
と
し

て
は
黒
漆
、
朱
漆
、
溜
塗
、
加
飾
も

根
来
塗
、批
目
、金
蒔
絵
と
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
み
ま
す
。

　箱
書
に
嘉
永
5
年
（
1
8
5
2
）、

安
政
3
年
（
1
8
5
6
）
の
年
次
の

あ
る
も
の
が
あ
り
、ま
た
、梱
包
材
に
明

治
22
年（
1
8
8
9
）の
町
村
合
併
以

前
と
な
る
戸
長
役
場
時
代
の
反
故
紙

が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸

末
期
〜
明
治
前
期
の
年
代
が
判
明
し

ま
す
。木
地
は
変
形
が
目
立
つ
も
の
の
、

洗
浄
す
る
と
塗
ら
れ
た
ば
か
り
と
見

紛
う
ば
か
り
の
色
つ
や
が
現
れ
、1
0
0

年
以
上
の
歳
月
を
経
た
も
の
と
は
信

じ
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
や
学
内
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
の
公
開

を
目
的
と
し
た
解
説
動
画
3
本
を
新
た
に
制

作
し
ま
し
た
。
博
物
館
の
概
要
・
展
示
・
施

設
を
約
3
分
間
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
紹
介
す
る

「
博
物
館
総
合
紹
介
」
動
画
は
、
11
月
に
公
開

を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
の
方
や
本
学

の
外
国
人
教
職
員
な
ら
び
に
学
生
を
対
象
と
す

る
英
語
版
を
1
月
に
制
作
し
、
公
開
を
開
始

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
こ
れ
だ
け
は
見
て
帰
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
当
館
な
ら
で
は
の
資
料
を

紹
介
す
る
「
注
目
の
収
蔵
資
料
紹
介
」
動
画

で
は
、
各
部
門
を
代
表
す
る
計
9
点
の
資
料

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
資
料
が

あ
る
の
か
知
り
た
い
方
に
も
、
ま
た
当
館
を
紹

介
し
た
い
と
い
う
方
に
も
活
用
い
た
だ
け
る
コ

ン
テ
ン
ツ
で
す
（
4
月
公
開
予
定
）。

　2
0
2
1
年
7
月
12
日
よ
り
平
日
10
時
〜
17
時
、
土
曜
10
時
〜
12
時
30
分
の
開
館
体

制
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
見
学
予
約
は
不
要
で
、
来
館
者
に
は
入
館
記
録
票
の
記
入
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
向
け
の
展
示
解
説
な
ら
び
に
団
体
見
学
の
受
け
入
れ
は
、

引
き
続
き
中
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
博
物
館
図
書
室
は
座
席
数
が
限
ら
れ
る
た
め
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
予
約
制
と
し
、
1
日
最
大
36
名
（
2
部
入
替
制
。
各
定
員
は
学
内
構
成

員
16
名
、
一
般
2
名
）
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　明治大学ミュージアム（博物館、大学史資料センター及び阿
久悠記念館）では、展示活動、教育普及活動及び研究活動を充
実させ、更なる発展を図るため、個人・団体を問わず広く皆様
にご支援をお願いしています。老若男女を問わず誰もがアクセス
しやすく、先人の知恵に学ぶことができるよう努めてまいりますの
で、皆様からのお力添えをよろしくお願いいたします。
　いただいたご寄付は、他館から文化財などを借用する際の運搬
経費や国内外の専門家を招いた講演会などの経費、収蔵する文
化財などの維持・管理にかかわる修繕費、展覧会の企画等にか
かわる調査研究の活動費に使用させていただきます。

　個人からの明治大学への寄付金は、文
部科学省から寄付金控除の対象となる証
明を受けており、所得税の寄付金控除の
措置を受けることができます。

詳しくはこちら

詳しくはこちら

フォームはこちら 詳しくはこちら

税制上の優遇措置について

日本語版 英語版

寄付者顕彰 ご寄付を頂戴した方々へ、金額に応じて以下の御礼品をご用意しております。

申込方法 申込方法は以下の3種類からお選びいただけます。

① インターネット

クレジットカード又はインターネッ
トバンキングによる決済がご利用
いただけます。

専用の払込用紙「未来サポーター
募金・各種寄付金　申込書兼払
込用紙」をフォームで申請、ご利
用ください。

銀行・郵便局等の金融機関の口
座から自動引き落としによる継続
的な寄付がご利用いただけます。

② 金融機関窓口 ③ 口座振替

※電話でのお問い合わせも可能です。
　03-3296-4448（博物館事務室）

① 3千円以上
広報誌「ミュージアム・ア
イズ（年２回刊行）」の御
自宅への送付

② 5千円以上
①に加えて、明治大学博
物館グッズの進呈（500
円相当）

③ 1万円以上
①②に加えて、特別展図
録（年１回刊行）の御自
宅への送付

④ 3万円以上
①②③に加えて、特別展
オープニングセレモニー
への御招待

ふ
た

せ
い
ろ

へ
ぎ
め

ね
ご
ろ
ぬ
り

た
め
ぬ
り

き
ん
ま
き
え

ま
ご

み

根来塗重箱（19世紀後半）　蒔絵暁烏帆柱文蓋付椀（19世紀後半）
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明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス

が
所
在
す
る
千
代
田
区
神
田
。
こ

こ
は
日
本
最
古
で
最
大
の
学
生
街

〈
神
田
学
生
街
〉
で
す
。

　
本
企
画
で
は
、
絶
え
ず
成
長
と
変
化
を
続
け
る
神
田
学
生

街
の
さ
ま
ざ
ま
な
〈
い
ま　

む
か
し
〉
を
め
ぐ
っ
て
、
展
示
室

と
オ
ン
ラ
イ
ン
空
間
と
を
駆
使
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
展
示
は
S
D
G
s

17
の
目
標
の
う
ち
、〈「
４ 

質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に
」「
11 

住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」〉

に
資
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

〈
神
田
学
生
街
〉と
は
？

　
い
ま
を
遡
る
こ
と
お
よ

そ
１
４
０
年
前
。
江
戸
時

代
武
家
町
で
あ
っ
た
神
田

区
西
端
（
現
在
の
千
代
田

区
神
田
錦
町
か
ら
神
田
駿

河
台
を
含
み
、
神
田
神
保

町
ま
で
の
一
帯
）
に
、
教

育
機
関
が
次
々
と
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
１
８
８
６（
明

治
１９
）
年
に
駿
河
台
に
校
舎
を
構
え
た
明
治
大
学
も
そ

の
一つ
で
す
。

　
ほ
ど
な
く
同
地
区
周
辺
に
は
、
日
本
屈
指
の
学
生
た

ち
の
大
き
な
生
活
圏
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
下
宿
屋
、

書
店
、
料
理
店
、
雑
貨
店
…
…
。
学
生
た
ち
の
衣
食
住

を
満
た
す
一
大
学
生
街
が
神
田
に
誕
生
し
た
の
で
す
。
神

田
学
生
街
は
、
時
代
や
学
生
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
各

種
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
学
生
の
成
長
を
は
ぐ
く
む

揺
籃
（
ゆ
り
か
ご
）
と
し
て
、
持
続
的
に
変
化
と
成
長

を
続
け
て
い
ま
す
。

展
示
内
容

Ⅰ 

神
田
学
生
街
の〈
場
〉。

今　

昔

　
神
田
学
生
街
の
新
旧
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
、
大
学

史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
古
写
真
を
は
じ
め
と
し
て
活
用
し
、

紹
介
し
ま
す
。
今
昔
景
観
の
変
遷
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

〈
紹
介
さ
れ
て
い
る
今 

昔
〉

　
御
茶
ノ
水
駅
前
／
お
茶
の
水
橋
／
聖
橋
か
ら
見
る
鉄

道
立
体
交
差
／
か
え
で
通
り
／
吉
郎
坂
、
富
士
見
坂
／

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
南
脇
の
路
地
／
錦
華
通
り
／
す
ず
ら
ん

通
り
／
神
保
町
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
／
書
店
・
古
書
店
／
靖

国
通
り
／
明
治
大
学
か
ら
の
眺
め
／
神
田
古
本
ま
つ
り

な
ど

Ⅱ 

か
つ
て
の
明
大
生
が
み
た

神
田
学
生
街

　
昨
年
実
施
し
た
明
治
大
学
博
物
館
特
別
展
「
校
友
山
脈
　
明

治
大
学
の
教
育
と
人
材
」（
２
０
２
１
年
７
月
３１
日
か
ら
１１
月

３
日
）
第
Ⅱ
部
と
し
て
、各
界
で
活
躍
す
る
明
治
大
学
校
友
（
卒

業
生
）
が
学
生
時
代
に
目
に
し
た
神
田
学
生
街
の
風
景
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

こ
ん
な
方
々
の
み
た
神
田
学
生
街
を
紹
介

（
敬
称
略
）

　
石
津
謙
介
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ヴ
ァ
ン
ヂ
ャ

ケ
ッ
ト
創
業
者
）
／
岡
本
喜
八
（
映
画
監
督
）
／

大
塚
初
重（
考
古
学
者
）／
阿
久
悠（
作
詞
家
・
作
家
）
／

落
合
恵
子
（
作
家
）
／
三
宅
裕
司
（
喜
劇
役
者
）
／

校
條
真
（
編
集
者
・
ナ
ビ
ブ
ラ
神
保
町
編
集
長
）
／

濱
正
悟
（
俳
優
）　
ほ
か

　Ⅲ 

神
田
学
生
街
と

取
り
組
む
・
愉
し
む

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
学
生
街
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
を
行
っ
て
い
る
明
治
大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
商
学
部
小
林
尚
朗

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
政
治
経
済
学
部
大
森
正
之
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
島
田
剛
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
の
活
動
の

自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
明
治
大
学
博
物
館
学
生
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
よ
る

神
田
学
生
街
の
ス
ポ
ッ
ト
紹
介
を
展
示
室
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
１
階
に
所
在
す
る
カ
フ
ェ
パ
ン
セ

で
、小
林
ゼ
ミ 

＆ M
eiji Fair Trade C

lub

の「
ま
ち

チ
ョ
コ
」、大
森
ゼ
ミ
の

「
明
大
エ
コ
ハ
ニ
ー
」、島

田
ゼ
ミ
の「
明
治
大
学

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
コ
ー
ヒ
ー
」・

「
神
保
町
珈
琲
」を
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
。コ
ー
ヒ
ー
豆
、ハ

ニ
ー
、チ
ョ
コ
の
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。

学
生
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
ス
ポ
ッ
ト
紹
介
コ
ラ
ム
は

以
下
で
公
開
中

「
の
ん
び
り
神
田
学
生
街
」
明
治
大
学
博
物
館
公
式

note （https://m
eiji-m

useum
.note.jp/

）
内

　
取
り
上
げ
た
主
な
ス
ポ
ッ
ト

紫
紺
館
椿
山
荘
／
神
保
町ShishaC

afe

ペ
ー
太
／

Tea House Takano

／
湯
島
聖
堂
／
神
田

明
神
／
米
沢
嘉
博
記

念
図
書
館
・
現
代
マ
ン

ガ
図
書
館
／Librest

／
ラ
ド
リ
オ
／on a 

slow
 boat to...

連
動
企
画
　
座
談
会
　
神
田
学
生
街
に
生
き
る

　
神
田
学
生
街
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
明
治
大
学
卒
業
生
の

方
々
に
、
街
と
大
学
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
街
の
町
会
関
係
者
に
お
話
を
伺
っ
た
第
Ⅰ
部
「
神
田
学
生

街
に
暮
ら
す
」、
神
田
で
ご
商
売
や
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
々

に
お
話
を
伺
っ
た
第
Ⅱ
部
「
神
田
学
生
街
に
商
う
」
は
明
治
大

学
公
式note

で
公
開
中
。

連
動
企
画
２

　
明
治
大
学
漫
画
研
究
会
に
よ
る
「
駿
河
台
周
辺
マ
ン
ガ
マ
ッ

プ
２
０
２
２
」を
掲
示
。パ
ン
セ
の
ゼ
ミ
メ
ニ
ュ
ー
を
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
く
と
つ
い
て
く
る
ラ
ン
チ
ョ
ン
シ
ー
ト
が
、
マ
ン
ガ
マ
ッ

プ
に
な
っ
て
い
ま
す
！

※
４
月
１０
日
は
臨
時
開
館

※
開
館
日
・
開
館
時
間
詳
細
に
つ
い
て
は
博
物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
一
年
度
博
物
館
特
別
展
　校
友
山
脈
　第
Ⅱ
部

会 

期
　
２
０
２
２
年
２
月
３
日
（
木
）
か
ら
４
月
１０
日
（
日
）

神
田
学
生
街 

１
４
０
年
の
今
　 

昔



　
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス

が
所
在
す
る
千
代
田
区
神
田
。
こ

こ
は
日
本
最
古
で
最
大
の
学
生
街

〈
神
田
学
生
街
〉
で
す
。
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企
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は
、
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え
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成
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変
化
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る
神
田
学
生

街
の
さ
ま
ざ
ま
な
〈
い
ま　

む
か
し
〉
を
め
ぐ
っ
て
、
展
示
室

と
オ
ン
ラ
イ
ン
空
間
と
を
駆
使
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
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は
S
D
G
s

17
の
目
標
の
う
ち
、〈「
４ 

質
の
高
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教
育
を
み
ん

な
に
」「
11 

住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」〉

に
資
す
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こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

〈
神
田
学
生
街
〉と
は
？

　
い
ま
を
遡
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こ
と
お
よ

そ
１
４
０
年
前
。
江
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時
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家
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田
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西
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代
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田
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台
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神
田
神
保

町
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の
一
帯
）
に
、
教

育
機
関
が
次
々
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れ
ま
し
た
。
１
８
８
６（
明

治
１９
）
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台
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明
治
大
学
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そ
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一つ
で
す
。
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、
日
本
屈
指
の
学
生
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ち
の
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活
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さ
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、
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…
。
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神

田
学
生
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は
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イ
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な
ど
各
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の
変
化
に
対
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し
な
が
ら
、
学
生
の
成
長
を
は
ぐ
く
む

揺
籃
（
ゆ
り
か
ご
）
と
し
て
、
持
続
的
に
変
化
と
成
長

を
続
け
て
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ま
す
。

展
示
内
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Ⅰ 
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田
学
生
街
の〈
場
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史
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介
し
ま
す
。
今
昔
景
観
の
変
遷
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

〈
紹
介
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大
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眺
め
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本
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つ
り
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ど
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し
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治
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館
特
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展
「
校
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山
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明

治
大
学
の
教
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と
人
材
」（
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１
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ら
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）
第
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と
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て
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界
で
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明
治
大
学
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（
卒

業
生
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が
学
生
時
代
に
目
に
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た
神
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生
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の
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を
ご
紹

介
し
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す
。
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な
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の
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た
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学
生
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を
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（
敬
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（
フ
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デ
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・
ヴ
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ン
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ト
創
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者
）
／
岡
本
喜
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（
映
画
監
督
）
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大
塚
初
重（
考
古
学
者
）／
阿
久
悠（
作
詞
家
・
作
家
）
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落
合
恵
子
（
作
家
）
／
三
宅
裕
司
（
喜
劇
役
者
）
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校
條
真
（
編
集
者
・
ナ
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ブ
ラ
神
保
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編
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長
）
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濱
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（
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学
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・
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の
達
成
に
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て
学
生
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と
と
も
に
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ま
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な
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っ
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部
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・
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・
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コ
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ル
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自
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紹
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ま
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、
明
治
大
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博
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館
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報
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ン
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ー
に
よ
る
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学
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の
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ト
紹
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を
展
示
室
内
で
行
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い
ま
す
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に
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る
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豆
、ハ
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ョ
コ
の
販
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も
行
っ
て
い
ま
す
。

学
生
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
ス
ポ
ッ
ト
紹
介
コ
ラ
ム
は

以
下
で
公
開
中

「
の
ん
び
り
神
田
学
生
街
」
明
治
大
学
博
物
館
公
式

note （https://m
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.note.jp/
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内

　
取
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た
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な
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ト
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神
田
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街
に
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き
る

　
神
田
学
生
街
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
明
治
大
学
卒
業
生
の

方
々
に
、
街
と
大
学
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
街
の
町
会
関
係
者
に
お
話
を
伺
っ
た
第
Ⅰ
部
「
神
田
学
生

街
に
暮
ら
す
」、
神
田
で
ご
商
売
や
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
々

に
お
話
を
伺
っ
た
第
Ⅱ
部
「
神
田
学
生
街
に
商
う
」
は
明
治
大

学
公
式note

で
公
開
中
。

連
動
企
画
２

　
明
治
大
学
漫
画
研
究
会
に
よ
る
「
駿
河
台
周
辺
マ
ン
ガ
マ
ッ

プ
２
０
２
２
」を
掲
示
。パ
ン
セ
の
ゼ
ミ
メ
ニ
ュ
ー
を
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
く
と
つ
い
て
く
る
ラ
ン
チ
ョ
ン
シ
ー
ト
が
、
マ
ン
ガ
マ
ッ

プ
に
な
っ
て
い
ま
す
！

※
４
月
１０
日
は
臨
時
開
館

※
開
館
日
・
開
館
時
間
詳
細
に
つ
い
て
は
博
物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
一
年
度
博
物
館
特
別
展
　校
友
山
脈
　第
Ⅱ
部
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期
　
２
０
２
２
年
２
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（
木
）
か
ら
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１０
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日
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４
０
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の
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ミ
ク
ロ
な
人
類
活
動
を
よ
り
深
く
詳
細
に
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
中
部
高
地
一
帯
の

原
産
地
が
位
置
す
る
標
高
1
0
0
0
m
以
上
で
3
万
年
前

よ
り
も
古
い
時
代
の
森
林
限
界
と
植
生
を
詳
し
く
知
り
、

黒
曜
石
遺
物
の
原
産
地
分
析
を
駆
使
し
て
原
産
地
人
類
活

動
を
復
元
す
る
こ
と
で
最
終
氷
期
に
お
け
る
黒
曜
石
資
源

開
発
の
実
態
を
究
明
す
る
共
同
研
究
を
2
0
1
9
年
度
に

立
ち
上
げ
た（
科
研
費
基
盤
(B)19H

01345

）。こ
こ
で
は
、

C
O
V
I
D
‒19
に
よ
る
「
巣
ご
も
り
研
究
」
を
余
儀
な
く

さ
れ
つ
つ
も
進
め
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

大
阿
原
湿
原
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

　長
野
県
入
笠
山
山
頂
付
近
に
あ
る
標
高
約
1
8
0
0 

m
の
大
阿
原
湿
原
（
写
真
1
）
で
は
、
先
行
研
究
に
よ
り

3
万
年
前
の
年
代
を
持
つ
火
山
灰
が
湿
原
堆
積
物
か
ら
得

ら
れ
て
お
り
、
後
期
旧
石
器
時
代
前
半
期
に
遡
る
堆
積
物

の
花
粉
分
析
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
今
回
の
共

同
研
究
で
は
、
大
阿
原
湿
原
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
と
コ
ア

の
花
粉
分
析
を
計
画
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
は
、

共
同
研
究
の
た
め
各
地
か
ら
研
究
者
が
あ
つ
ま
る
必
要
が

は
じ
め
に

　2
0
2
0
年
度
博
物
館
特
別
展
「
氷
期
の
狩
人
は
黒

曜
石
の
山
を
め
ざ
す
｜
明
治
大
学
の
黒
曜
石
考
古
学
｜
」

で
は
、
長
野
県
中
部
高
地
霧
ヶ
峰
の
一
帯
で
明
治
大
学
が

推
進
し
て
き
た
黒
曜
石
と
先
史
時
代
の
人
々
と
の
か
か
わ

り
を
究
明
す
る
30
年
の
足
跡
を
紹
介
し
た（
島
田2020
）。

考
古
学
で
黒
曜
石
と
い
え
ば
、
限
ら
れ
た
原
産
地
を
起
点

に
し
て
広
域
に
利
用
さ
れ
た
石
器
石
材
と
し
て
、
当
時
の

狩
猟
採
集
生
活
に
と
も
な
う
遊
動
領
域
の
復
元
や
黒
曜
石

の
流
通
・
交
易
と
い
っ
た
広
い
空
間
ス
ケ
ー
ル
で
の
人
々
の

活
動
を
知
る
た
め
の
材
料
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
部
高
地
の
黒
曜
石
原
産
地
を
対
象
と
し

て
き
た
明
治
大
学
の
研
究
は
、
原
産
地
で
の
黒
曜
石
を
め

ぐ
る
先
史
時
代
人
の
活
動
が
、
広
域
流
通
を
可
能
と
す
る

大
規
模
な
石
器
製
作
と
い
っ
た
類
型
的
な
活
動
だ
け
で
は

な
く
、
最
終
氷
期
か
ら
現
在
の
温
暖
期
に
か
け
て
の
気
候

や
植
生
の
変
動
と
関
係
す
る
よ
り
複
雑
な
様
子
を
示
す
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
に

か
け
て
の
マ
ク
ロ
な
広
域
黒
曜
石
利
用
の
仕
組
み
や
歴
史

的
変
化
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
原
産
地
で
の

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

2
0
2
0
年
以
降
の

C
O
V
I
D
‒19
に
よ

る
各
地
の
行
動
規
制

に
よ
り
う
ま
く
実
施

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ

ず
、
大
き
く
計
画
が

ず
れ
込
ん
で
し
ま
っ

た
。
そ
う
し
た
な
か
で

も
、
2
0
2
1
年
10

月
末
に
は
機
械
ボ
ー

リ
ン
グ
を
行
う
地
点

を
選
定
す
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
ボ
ー
リ
ン
グ
を
な
ん
と
か
実
施
し
、
鹿
児
島
大
学
の
吉

田
明
弘
さ
ん
を
中
心
に
ヒ
ー
ラ
ー
型
サ
ン
プ
ラ
ー
を
用
い

て
12
地
点
を
掘
削
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
有
望
な
機
械
ボ
ー

リ
ン
グ
地
点
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
合
わ
せ
て
湿
原

の
基
盤
地
形
を
復
元
し
た
。
2
0
2
2
年
1
月
現
在
、
そ

の
際
に
得
ら
れ
た
堆
積
物
の
年
代
測
定
を
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
成
果
を
も
と
に
2
0
2
2
年
5
月
以
降
に
専
門

業
者
に
よ
る
掘
削
を
行
い
花
粉
分
析
の
た
め
の
コ
ア
を
採

取
す
る
予
定
で
あ
る
。

中
部
高
地
黒
曜
石
原
産
地
と

周
辺
地
の
後
期
旧
石
器
時
代

石
器
群
の
原
産
地
分
析

　中
部
高
地
原
産
地
を
舞
台
と
し
た
黒
曜
石
獲
得
を
め
ぐ

る
人
々
の
う
ご
き
を
具
体
的
に
知
る
た
め
に
は
、
産
地
と

そ
の
周
辺
に
残
さ
れ
た
黒
曜
石
製
石
器
の
原
産
地
分
析
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
器
は
、
黒
曜
石
原
石
を
獲
得

す
る
活
動
に
と
も
な
っ
て
現
地
で
製
作
さ
れ
た
石
器
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
原
産
地
を
細
か

く
判
別
す
る
こ
と
で
、
多
数
あ
る
黒
曜
石
産
出
地
の
ど
こ

を
利
用
し
て
い
た
の
か
、
黒
曜
石
獲
得
領
域
を
絞
り
込
む

こ
と
が
で
き
る
。

　現
在
、
石
器
の
黒
曜
石
原
産
地
分
析
は
蛍
光
X
線
分

析
（
X
R
F
）
が
主
流
で
あ
る
。
X
R
F
に
は
試
料
を
調

製
（
破
壊
）
し
て
高
い
正
確
度
で
元
素
分
析
で
き
る

W
D
‒X
R
F
と
非
破
壊
で
試
料
を
分
析
で
き
る
が
正
確

度
で
は
劣
る
E
D
‒X
R
F
が
あ
り
、
後
者
に
は
、
卓
上

型
と
携
帯
型
（
p
‒X
R
F
）
が
あ
る
。
p
‒X
R
F
を

用
い
た
非
破
壊
分
析
は
、
分
析
す
る
人
間
が
動
く
こ
と
で
、

測
定
す
る
遺
物
を
博
物
館
な
ど
か
ら
借
用
す
る
必
要
が
な

く
所
蔵
現
地
で
分
析
で
き
る
た
め
、
中
部
高
地
原
産
地
と

そ
の
周
辺
地
の
多
数
の
旧
石
器
時
代
石
器
群
を
分
析
す
る

に
は
適
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
共
同
研
究
で
は

p
‒X
R
F
を
導
入
し
、
ま
ず
は
原
産
地
分
析
シ
ス
テ
ム

の
立
ち
上
げ
を
行
な
っ
た
（
写
真
2
）。
今
回
の
シ
ス
テ
ム

で
は
、
W
D
‒X
R
F
に
よ
る
化
学
組
成
の
定
量
値
が
公

表
さ
れ
て
い
る
基
準
原
石
試
料
を
p
‒X
R
F
の
検
量
線

で
測
定
し
、
原
産
地
判
別
図
を
作
成
し
た
（
図
1
）。
こ

れ
に
は
、
長
崎
大
学
の
隅
田
祥
光
さ
ん
が
作
成
し
オ
ン
ラ

イ
ン
で
公
開
し
て
い
る
黒
曜
石
原
産
地
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（O
bsidian Source O

nline Database

）を
利
用
し
た
。

中
部
高
地
で
産
出
す
る
黒
曜
石
は
、W
D
‒X
R
F
分
析
に

よ
る
化
学
組
成
の
特
徴
か
ら
14
の
グ
ル
ー
プ
に
区
分
さ
れ

て
い
る
（Suda et al. 2021

）。
産
出
地
点
の
座
標
も

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
霧
ヶ
峰
や
八
ヶ

岳
で
の
そ
れ
ら
の
地
理
的
な
位
置
関
係
も
わ
か
る
。
こ
う

茶
臼
山
は
、
最
も
近
い
霧
ヶ
峰
の
黒
曜
石
（
主
に
H
H
）

だ
け
で
は
な
く
、
八
ヶ
岳
の
麦
草
峠
・
冷
山
の
黒
曜
石
（
略

称
M
s
）
も
検
出
さ
れ
た
（
図
1
）。
原
産
地
か
ら
少
し

離
れ
た
周
辺
地
で
は
、
よ
り
多
彩
で
複
雑
な
黒
曜
石
獲
得

の
履
歴
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
時

点
で
の
原
産
地
分
析
結
果
は
、
分
析
し
た
石
器
が
由
来
す

る
原
石
の
産
出
地
点
を
同
定
し
た
だ
け
で
あ
り
、
当
時
の

黒
曜
石
獲
得
領
域
の
復
元
に
は
さ
ら
な
る
考
古
学
的
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　さ
て
、
今
後
も
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
外
に
出
ら
れ
な
い

「
巣
ご
も
り
研
究
」
が
続
き
そ
う
で
は
あ
る
が
、
状
況
が
好

転
す
る
隙
を
み
な
が
ら
、
大
阿
原
湿
原
の
古
環
境
調
査
と

中
部
高
地
周
辺
の
旧
石
器
時
代
石
器
群
の
原
産
地
分
析
を

進
め
、
人
と
環
境
の
相
互
作
用
と
し
て
の
黒
曜
石
資
源
開

発
の
実
態
解
明
に
一
歩
で
も
迫
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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Diagram 2 : Central Honshu (ver. late 2021)
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曜石考古学－」ガイドブック』明治大学博物館，104p.
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Archaeological significance and chemical characterization of 
the obsidian source in Kirigamine, central Japan: Methodology 
for provenance analysis of obsidian artefacts using XRF and 
LA‒ICP‒MS. 　　　　　　　　　　　　　　 　　 129. 105377.

図 1　p‒XRF を用いた黒曜石原産地判別図の一例（基準原石試
料のストロンチウム（Sr）／イットリウム (Y) 濃度比とルビジウム濃
度で作成した散布図に茶臼山石器群の分析値をプロットしている。
●＝遺物，◯＝基準原石試料。）

写真2　携帯型蛍光X線分析装置（Bruker Tracer 5i）

し
て
、
2
0
2
1
年
春
ま
で
に
は
、
p
‒X
R
F
を
用
い

た
黒
曜
石
原
産
地
分
析
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
、
同
年
夏
か
ら
中
部
高
地
原
産
地
と
周
辺
地
の
旧
石

器
時
代
石
器
群
の
原
産
地
分
析
を
は
じ
め
た
。

　こ
れ
ま
で
に
、
諏
訪
市
教
育
委
員
会
と
諏
訪
市
博
物
館

の
ご
協
力
を
得
て
、
い
ず
れ
も
学
史
的
に
著
名
な
霧
ヶ
峰

の
八
島
ヶ
原
湿
原
付
近
に
所
在
す
る
雪
不
知
遺
跡
と
八
島

遺
跡
、
諏
訪
湖
東
岸
に
位
置
す
る
茶
臼
山
遺
跡
の
石
器
群

か
ら
原
産
地
分
析
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ち
な
み

に
、
八
島
と
茶
臼
山
は
明
治
大
学
の
元
学
長
で
あ
る
故
戸

沢
充
則
先
生
が
発
掘
し
た
遺
跡
で
も
あ
り
、
明
治
大
学
と

も
縁
が
深
い
。
雪
不
知
と
八
島
は
星
ヶ
塔
・
星
ヶ
台
の
原

産
地
（
略
称
H
H
）
と
至
近
で
あ
る
た
め
、
石
器
の
ほ
と

ん
ど
が
H
H
産
黒
曜
石
で
あ
り
、
い
わ
ば
石
器
製
作
を
目

的
と
し
た
合
理
的
な
原
産
地
利
用
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
諏
訪
湖
の
ほ
と
り
に
位
置
す
る

ゆ
き
し
ら
ず

む
ぎ
く
さ
と
う
げ

つ
め
た
や
ま

や
し
ま
が
は
ら

や
し
ま

ち
ゃ
う
す
や
ま

ほ
し
が
と
う

ほ
し
が
だ
い

写真1　長野県入笠山大阿原湿原（2021年10月撮影）

島
田 

和
高 

（
考
古
部
門
学
芸
員
）

れ
あ

れ
こ

最
近
の

巣
ご
も
り
研
究

Journal of Archaeological Science

き
り
が
み
ね

に
ゅ
う
か
さ
や
ま

お
お
あ
は
ら



ミ
ク
ロ
な
人
類
活
動
を
よ
り
深
く
詳
細
に
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
中
部
高
地
一
帯
の

原
産
地
が
位
置
す
る
標
高
1
0
0
0
m
以
上
で
3
万
年
前

よ
り
も
古
い
時
代
の
森
林
限
界
と
植
生
を
詳
し
く
知
り
、

黒
曜
石
遺
物
の
原
産
地
分
析
を
駆
使
し
て
原
産
地
人
類
活

動
を
復
元
す
る
こ
と
で
最
終
氷
期
に
お
け
る
黒
曜
石
資
源

開
発
の
実
態
を
究
明
す
る
共
同
研
究
を
2
0
1
9
年
度
に

立
ち
上
げ
た（
科
研
費
基
盤
(B)19H

01345

）。こ
こ
で
は
、

C
O
V
I
D
‒19
に
よ
る
「
巣
ご
も
り
研
究
」
を
余
儀
な
く

さ
れ
つ
つ
も
進
め
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

大
阿
原
湿
原
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

　長
野
県
入
笠
山
山
頂
付
近
に
あ
る
標
高
約
1
8
0
0 

m
の
大
阿
原
湿
原
（
写
真
1
）
で
は
、
先
行
研
究
に
よ
り

3
万
年
前
の
年
代
を
持
つ
火
山
灰
が
湿
原
堆
積
物
か
ら
得

ら
れ
て
お
り
、
後
期
旧
石
器
時
代
前
半
期
に
遡
る
堆
積
物

の
花
粉
分
析
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
今
回
の
共

同
研
究
で
は
、
大
阿
原
湿
原
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
と
コ
ア

の
花
粉
分
析
を
計
画
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
は
、

共
同
研
究
の
た
め
各
地
か
ら
研
究
者
が
あ
つ
ま
る
必
要
が

は
じ
め
に

　2
0
2
0
年
度
博
物
館
特
別
展
「
氷
期
の
狩
人
は
黒

曜
石
の
山
を
め
ざ
す
｜
明
治
大
学
の
黒
曜
石
考
古
学
｜
」

で
は
、
長
野
県
中
部
高
地
霧
ヶ
峰
の
一
帯
で
明
治
大
学
が

推
進
し
て
き
た
黒
曜
石
と
先
史
時
代
の
人
々
と
の
か
か
わ

り
を
究
明
す
る
30
年
の
足
跡
を
紹
介
し
た（
島
田2020

）。

考
古
学
で
黒
曜
石
と
い
え
ば
、
限
ら
れ
た
原
産
地
を
起
点

に
し
て
広
域
に
利
用
さ
れ
た
石
器
石
材
と
し
て
、
当
時
の

狩
猟
採
集
生
活
に
と
も
な
う
遊
動
領
域
の
復
元
や
黒
曜
石

の
流
通
・
交
易
と
い
っ
た
広
い
空
間
ス
ケ
ー
ル
で
の
人
々
の

活
動
を
知
る
た
め
の
材
料
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
部
高
地
の
黒
曜
石
原
産
地
を
対
象
と
し

て
き
た
明
治
大
学
の
研
究
は
、
原
産
地
で
の
黒
曜
石
を
め

ぐ
る
先
史
時
代
人
の
活
動
が
、
広
域
流
通
を
可
能
と
す
る

大
規
模
な
石
器
製
作
と
い
っ
た
類
型
的
な
活
動
だ
け
で
は

な
く
、
最
終
氷
期
か
ら
現
在
の
温
暖
期
に
か
け
て
の
気
候

や
植
生
の
変
動
と
関
係
す
る
よ
り
複
雑
な
様
子
を
示
す
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
に

か
け
て
の
マ
ク
ロ
な
広
域
黒
曜
石
利
用
の
仕
組
み
や
歴
史

的
変
化
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
原
産
地
で
の

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

2
0
2
0
年
以
降
の

C
O
V
I
D
‒19
に
よ

る
各
地
の
行
動
規
制

に
よ
り
う
ま
く
実
施

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ

ず
、
大
き
く
計
画
が

ず
れ
込
ん
で
し
ま
っ

た
。
そ
う
し
た
な
か
で

も
、
2
0
2
1
年
10

月
末
に
は
機
械
ボ
ー

リ
ン
グ
を
行
う
地
点

を
選
定
す
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
ボ
ー
リ
ン
グ
を
な
ん
と
か
実
施
し
、
鹿
児
島
大
学
の
吉

田
明
弘
さ
ん
を
中
心
に
ヒ
ー
ラ
ー
型
サ
ン
プ
ラ
ー
を
用
い

て
12
地
点
を
掘
削
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
有
望
な
機
械
ボ
ー

リ
ン
グ
地
点
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
合
わ
せ
て
湿
原

の
基
盤
地
形
を
復
元
し
た
。
2
0
2
2
年
1
月
現
在
、
そ

の
際
に
得
ら
れ
た
堆
積
物
の
年
代
測
定
を
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
成
果
を
も
と
に
2
0
2
2
年
5
月
以
降
に
専
門

業
者
に
よ
る
掘
削
を
行
い
花
粉
分
析
の
た
め
の
コ
ア
を
採

取
す
る
予
定
で
あ
る
。

中
部
高
地
黒
曜
石
原
産
地
と

周
辺
地
の
後
期
旧
石
器
時
代

石
器
群
の
原
産
地
分
析

　中
部
高
地
原
産
地
を
舞
台
と
し
た
黒
曜
石
獲
得
を
め
ぐ

る
人
々
の
う
ご
き
を
具
体
的
に
知
る
た
め
に
は
、
産
地
と

そ
の
周
辺
に
残
さ
れ
た
黒
曜
石
製
石
器
の
原
産
地
分
析
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
器
は
、
黒
曜
石
原
石
を
獲
得

す
る
活
動
に
と
も
な
っ
て
現
地
で
製
作
さ
れ
た
石
器
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
原
産
地
を
細
か

く
判
別
す
る
こ
と
で
、
多
数
あ
る
黒
曜
石
産
出
地
の
ど
こ

を
利
用
し
て
い
た
の
か
、
黒
曜
石
獲
得
領
域
を
絞
り
込
む

こ
と
が
で
き
る
。

　現
在
、
石
器
の
黒
曜
石
原
産
地
分
析
は
蛍
光
X
線
分

析
（
X
R
F
）
が
主
流
で
あ
る
。
X
R
F
に
は
試
料
を
調

製
（
破
壊
）
し
て
高
い
正
確
度
で
元
素
分
析
で
き
る

W
D
‒X
R
F
と
非
破
壊
で
試
料
を
分
析
で
き
る
が
正
確

度
で
は
劣
る
E
D
‒X
R
F
が
あ
り
、
後
者
に
は
、
卓
上

型
と
携
帯
型
（
p
‒X
R
F
）
が
あ
る
。
p
‒X
R
F
を

用
い
た
非
破
壊
分
析
は
、
分
析
す
る
人
間
が
動
く
こ
と
で
、

測
定
す
る
遺
物
を
博
物
館
な
ど
か
ら
借
用
す
る
必
要
が
な

く
所
蔵
現
地
で
分
析
で
き
る
た
め
、
中
部
高
地
原
産
地
と

そ
の
周
辺
地
の
多
数
の
旧
石
器
時
代
石
器
群
を
分
析
す
る

に
は
適
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
共
同
研
究
で
は

p
‒X
R
F
を
導
入
し
、
ま
ず
は
原
産
地
分
析
シ
ス
テ
ム

の
立
ち
上
げ
を
行
な
っ
た
（
写
真
2
）。
今
回
の
シ
ス
テ
ム

で
は
、
W
D
‒X
R
F
に
よ
る
化
学
組
成
の
定
量
値
が
公

表
さ
れ
て
い
る
基
準
原
石
試
料
を
p
‒X
R
F
の
検
量
線

で
測
定
し
、
原
産
地
判
別
図
を
作
成
し
た
（
図
1
）。
こ

れ
に
は
、
長
崎
大
学
の
隅
田
祥
光
さ
ん
が
作
成
し
オ
ン
ラ

イ
ン
で
公
開
し
て
い
る
黒
曜
石
原
産
地
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（O
bsidian Source O

nline Database

）を
利
用
し
た
。

中
部
高
地
で
産
出
す
る
黒
曜
石
は
、W
D
‒X
R
F
分
析
に

よ
る
化
学
組
成
の
特
徴
か
ら
14
の
グ
ル
ー
プ
に
区
分
さ
れ

て
い
る
（Suda et al. 2021

）。
産
出
地
点
の
座
標
も

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
霧
ヶ
峰
や
八
ヶ

岳
で
の
そ
れ
ら
の
地
理
的
な
位
置
関
係
も
わ
か
る
。
こ
う

茶
臼
山
は
、
最
も
近
い
霧
ヶ
峰
の
黒
曜
石
（
主
に
H
H
）

だ
け
で
は
な
く
、
八
ヶ
岳
の
麦
草
峠
・
冷
山
の
黒
曜
石
（
略

称
M
s
）
も
検
出
さ
れ
た
（
図
1
）。
原
産
地
か
ら
少
し

離
れ
た
周
辺
地
で
は
、
よ
り
多
彩
で
複
雑
な
黒
曜
石
獲
得

の
履
歴
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
時

点
で
の
原
産
地
分
析
結
果
は
、
分
析
し
た
石
器
が
由
来
す

る
原
石
の
産
出
地
点
を
同
定
し
た
だ
け
で
あ
り
、
当
時
の

黒
曜
石
獲
得
領
域
の
復
元
に
は
さ
ら
な
る
考
古
学
的
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　さ
て
、
今
後
も
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
外
に
出
ら
れ
な
い

「
巣
ご
も
り
研
究
」
が
続
き
そ
う
で
は
あ
る
が
、
状
況
が
好

転
す
る
隙
を
み
な
が
ら
、
大
阿
原
湿
原
の
古
環
境
調
査
と

中
部
高
地
周
辺
の
旧
石
器
時
代
石
器
群
の
原
産
地
分
析
を

進
め
、
人
と
環
境
の
相
互
作
用
と
し
て
の
黒
曜
石
資
源
開

発
の
実
態
解
明
に
一
歩
で
も
迫
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

[Takaharayama]
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JOR-1 [Yatsugatake]
Ms

[Izu]
Kashiwatoge
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Diagram 2 : Central Honshu (ver. late 2021)
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曜石考古学－」ガイドブック』明治大学博物館，104p.
Suda, Y., Adachi, T., Shimada, K. and Osanai, Y. 2021 
Archaeological significance and chemical characterization of 
the obsidian source in Kirigamine, central Japan: Methodology 
for provenance analysis of obsidian artefacts using XRF and 
LA‒ICP‒MS. 　　　　　　　　　　　　　　 　　 129. 105377.

図 1　p‒XRF を用いた黒曜石原産地判別図の一例（基準原石試
料のストロンチウム（Sr）／イットリウム (Y) 濃度比とルビジウム濃
度で作成した散布図に茶臼山石器群の分析値をプロットしている。
●＝遺物，◯＝基準原石試料。）

写真2　携帯型蛍光X線分析装置（Bruker Tracer 5i）

し
て
、
2
0
2
1
年
春
ま
で
に
は
、
p
‒X
R
F
を
用
い

た
黒
曜
石
原
産
地
分
析
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
、
同
年
夏
か
ら
中
部
高
地
原
産
地
と
周
辺
地
の
旧
石

器
時
代
石
器
群
の
原
産
地
分
析
を
は
じ
め
た
。

　こ
れ
ま
で
に
、
諏
訪
市
教
育
委
員
会
と
諏
訪
市
博
物
館

の
ご
協
力
を
得
て
、
い
ず
れ
も
学
史
的
に
著
名
な
霧
ヶ
峰

の
八
島
ヶ
原
湿
原
付
近
に
所
在
す
る
雪
不
知
遺
跡
と
八
島

遺
跡
、
諏
訪
湖
東
岸
に
位
置
す
る
茶
臼
山
遺
跡
の
石
器
群

か
ら
原
産
地
分
析
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ち
な
み

に
、
八
島
と
茶
臼
山
は
明
治
大
学
の
元
学
長
で
あ
る
故
戸

沢
充
則
先
生
が
発
掘
し
た
遺
跡
で
も
あ
り
、
明
治
大
学
と

も
縁
が
深
い
。
雪
不
知
と
八
島
は
星
ヶ
塔
・
星
ヶ
台
の
原

産
地
（
略
称
H
H
）
と
至
近
で
あ
る
た
め
、
石
器
の
ほ
と

ん
ど
が
H
H
産
黒
曜
石
で
あ
り
、
い
わ
ば
石
器
製
作
を
目

的
と
し
た
合
理
的
な
原
産
地
利
用
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
諏
訪
湖
の
ほ
と
り
に
位
置
す
る

ゆ
き
し
ら
ず

む
ぎ
く
さ
と
う
げ

つ
め
た
や
ま

や
し
ま
が
は
ら

や
し
ま

ち
ゃ
う
す
や
ま

ほ
し
が
と
う

ほ
し
が
だ
い

写真1　長野県入笠山大阿原湿原（2021年10月撮影）

島
田 

和
高 

（
考
古
部
門
学
芸
員
）

れ
あ

れ
こ

最
近
の

巣
ご
も
り
研
究

Journal of Archaeological Science

き
り
が
み
ね

に
ゅ
う
か
さ
や
ま

お
お
あ
は
ら



武
器：

畳
ま
れ
た
状
態

腰
に
差
す
、
も
し
く
は

懐
に
入
れ
、
と
っ
さ
の

時
に
抜
き
出
し
た
。

傘：

半
開
き

１
の
状
態
を
下
か
ら
中

に
手
を
差
し
込
ん
で
、

手
の
ひ
ら
で
押
し
広
げ

る
。
日
傘（
笠
）、
小
雨

時
の
雨
傘（
笠
）。
頭
に

被
っ
た
。
閉
じ
具
合
に

よ
っ
て
は
、
扇
子
と
し
て

も
使
用
で
き
る
よ
う
で

あ
る
。

提
灯：

全
開

２
の
状
態
か
ら
内
側
を

下
に
引
き
下
げ
て
広
げ

る
。
実
用
品
と
し
て
は

蝋
燭
を
立
て
て
使
用
し

た
よ
う
だ
が
、
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
と
し
て
は
、
中

に
豆
電
球
を
入
れ
て
使

う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
後
継
者
不
足
の
問
題
は
、
多
数
の
産
地
で
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
各
地
で
育
成
事
業
が
立
ち
上
げ
ら
れ
る
な
ど
対

策
は
練
ら
れ
て
い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
購
買
層
が
育
た

な
い
限
り
、
工
芸
品
の
生
産
が
続
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

販
路
に
関
し
て
の
言
及
は
避
け
る
が
、
技
術
の
継
承
に
関

品
部
門
の
伝
統
的
工
芸
品
を
は
じ
め
と
す
る
収
蔵

品
は
ジ
ャ
ン
ル
も
幅
広
く
多
様
で
あ
る
。
今
回
は

そ
の
中
か
ら
著
者
が
興
味
を
ひ
か
れ
た
、
少
し
ユ
ニ
ー
ク

な
工
芸
品
を
紹
介
し
よ
う
。

　
知
覧
傘
提
灯
は
そ
の
名
の
通
り
、
傘
に
も
提
灯
に
も
使

う
こ
と
が
で
き
る
多
機
能
な
工
芸
品
で
あ
る
。
江
戸
時
代

後
期
に
、
薩
摩
藩（
鹿
児
島
県
）
の
下
級
武
士
に
よ
っ
て

考
案
さ
れ
、武
士
の
内
職
と
し
て
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
傘
の
骨
組
み
と
し
て
周
囲
13
㎝
ほ
ど
の
太
さ
が
あ
る

竹
の
、
１
節
を
32
等
分
し
、
上
下
か
ら
手
漉
き
和
紙
を
貼

り
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る
。
本
品
含
め
た
後
述
す
る
再
興
後

の
作
品
は
、
植
物
が
漉
き
込
ま
れ
た
も
の
や
、
模
様
の
入
っ

た
和
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
い（
図
）。
大
正
時
代

頃
ま
で
は
実
用
性
を
重
視
し
た
作
り
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

に
入
る
と
装
飾
品
と
し
て
の
価
値
に
重
点
が
置
か
れ
、
和

紙
で
は
な
く
絹
張
の
も
の
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
海

外
に
輸
出
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
戦

時
色
が
濃
く
な
る
中
で
生
産
を
中
止
し
た
。
そ
の
後
は

1
9
7
5
年
に
再
興
さ
れ
、
鹿
児
島
県
指
定
の
伝
統
的
工

芸
品
に
も
名
を
連
ね
た
。
現
在
は
後
継
者
不
足
の
た
め
に

生
産
さ
れ
て
い
な
い
。

　
知
覧
傘
提
灯
の
多
機
能
ぶ
り
を
写
真
と
と
も
に
見
て

み
よ
う
。

し
て
は
、
実
物
の
工
程
見
本
や
映
像
で
の
作
業
風
景
を
残

し
、
一
度
絶
え
た
と
し
て
も
復
興
で
き
る
よ
う
記
録
を
残
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
上
記
に
付
随
し
、
商
品
部
門
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、

工
芸
品
を
知
っ
て
も
ら
う
窓
口
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
展

示
に
限
ら
ず
、
現
在
当
館
で
活
発
に
活
動
し
て
い
る
S
N
S

や
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
有
効
に
活
用
し
、
多
角
的

に
収
蔵
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
産
地
に
関
心
を
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

商

123

知
覧
傘
提
灯

富
永
今
男
・
作 

　鹿
児
島
県
　1
9
9
5
年
収
集

林
田
真
由
子

G
E
R
A
R
D
銘
を
入
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
刻
印
さ
れ
て
お

り
、
ブ
ラ
ン
ド
的
地
位
を
得
て
い
た
。
ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
は

大
き
さ
か
ら
Ⅰ
型
と
Ⅱ
・Ⅲ
型
に
分
け
ら
れ
、Ⅰ
型
は
プ

レ
ー
ト
の
位
置
、
表
記
内
容
な
ど
か
ら
さ
ら
に
五
種
（
A

〜
E
）
に
分
け
ら
れ
る
。
当
館
が
所
蔵
す
る
前
場
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
に
は
Ⅰ
型
と
Ⅱ
型
が
あ
り
、Ⅰ
型

に
は
E
と
D
が
あ
る
。写
真
は
Ⅱ
型
の
資
料
で
、全
長
40
㎝
、

最
大
幅
20
㎝
、
高
さ
3.5
㎝
の
長
方
形
で
あ
り
、
表
面
中
央

の
水
返
し
＊4
と
裏
面
を
飾
る
菱
形
の
レ
リ
ー
フ
が
特
徴
で
あ

る
。
プ
レ
ー
ト
か
ら
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
の
名
前
と
1
8
7
8

年
に
横
浜
で
作
ら
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、
こ
の
瓦

根
を
葺
く
建
築
材
料
の
一
つ
に
瓦
が
あ
る
。
ア
ジ

ア
地
域
や
エ
ー
ゲ
海
沿
岸
で
古
く
か
ら
使
用
さ
れ

て
き
た
。
近
代
以
降
は
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
は
じ
め
、

広
く
世
界
規
模
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ
ん
な
世

界
の
瓦
の
中
で
も
日
本
と
縁
深
い
フ
ラ
ン
ス
瓦
を
取
り
上

げ
て
紹
介
す
る
。

　
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
、
日
本
は
近
代
化
の
た
め
に

お
雇
い
外
国
人
＊1
を
多
く
雇
用
し
た
。
彼
ら
が
暮
ら
し
て
い

た
外
国
人
居
留
地
に
は
洋
風
建
築
が
立
ち
並
ん
で
い
た
が
、

従
来
の
日
本
の
瓦（
和
瓦
）で
は
建
物
の
見
た
目
に
合
わ
ず
、

新
た
に
西
洋
瓦
（
フ
ラ
ン
ス
瓦
）
を
製
造
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
製
造
に
日
本
で
初
め
て
成
功
し
た
の
が
、
横
浜

山
手
に
工
場
を
構
え
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
実
業
家
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
ジ
ェ
ラ
ー
ル
＊2
で
あ
る
。
彼
が
製
造
し
た
フ
ラ
ン
ス
瓦

は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
と
も
呼
ば
れ
、
横
浜
居
留
地
を
中
心
に

多
く
の
洋
風
建
築
に
使
わ
れ
た
。
二
種
類
も
し
く
は
一
種

類
の
暗
い
色
の
瓦
を
一
直
線
で
葺
く（
図
1
）和
瓦
と
違
い
、

フ
ラ
ン
ス
瓦
は
明
る
い
色
の
凹
凸
の
な
い
平
瓦
（
板
瓦
）

を
上
下
左
右
に
重
ね
合
わ
せ
て
葺
く
＊3 （（
図
2
）。
こ
の

よ
う
な
瓦
の
葺
き
方
が
フ
ラ
ン
ス
で
発
明
さ
れ
た
の
は
19

世
紀
半
ば
で
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
が
横
浜
で
瓦
を
製
造
し
始
め

た
1
8
7
3
年
に
重
な
る
。
ま
た
ジ
ェ
ラ
ー
ル
の
工
場
で

は
職
人
に
よ
る
手
作
業
で
は
な
く
、
機
械
に
よ
る
瓦
の
製

造
を
行
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
彼
は
最
新
設
備
で
最
先
端
の

瓦
の
製
造
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
作
ら
れ
た
瓦
に
は

が
ど
こ
の
ど
の
よ
う
な
建
物
に
葺
か
れ
て
い
た
の
か
は
分

か
っ
て
い
な
い
。

　
ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
は
当
時
の
公
共
施
設
な
ど
大
型
洋
風
建

築
＊5
に
多
く
用
い
ら
れ
た
が
、
一
般
住
居
の
ほ
と
ん
ど
が
和

風
建
築
で
洋
風
建
築
が
民
家
ま
で
普
及
し
な
か
っ
た
こ
と
、

最
先
端
機
械
の
維
持
費
の
た
め
か
割
高
で
安
い
手
製
の
和

瓦
に
比
べ
て
売
れ
行
き
が
悪
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
様
々
な

要
因
が
重
な
り
1
8
9
0
年
代
以
降
衰
退
し
て
い
く
。
し

か
し
、
日
本
近
代
建
築
の
先
駆
け
と
な
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ル

瓦
は
、
近
代
化
を
支
え
た
重
要
な
遺
産
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

屋 日
本
近
代
化
の
遺
産
、ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦

遠
藤 

瞳
子ジェラール瓦Ⅱ型 ( 左：表面　右：裏面 )

図 1　和瓦葺きの屋根　トレース図

図 2　フランス瓦葺きの屋根　トレース図

（図）館蔵品は笹と金箔を漉き込んだ和紙を使用。

〈参考文献〉
●飯田正毅1995『かごしま文庫㉕　
薩摩の伝統工芸』春苑堂書店

●「［人ひと人］知覧傘提灯職人・富永
今男さん（75）／鹿児島」2002年
12月17日地方版P.18（毎索　閲覧
日：2022年1月13日）

●「（見て聞いて）知覧傘提灯、消える
技　幕末からの伝統、後継者なく県
指定解除【西部】」2012年3月31日
夕刊P.10（聞蔵Ⅱビジュアル　閲覧
日：2022年1月15日）

●「この人この一品　知覧提灯傘　富
永今男さん（59）鹿児島県知覧町」
1986年10月26日朝刊P.29（聞蔵
Ⅱビジュアル　閲覧日2022年1月
19日）

〈主要参考文献〉
●青木祐介 2010『西洋館とフランス瓦―横浜
生まれの近代産業』横浜都市発展記念館

●岡本東三 2002「開港横浜で生まれた仏蘭西
瓦―ジェラール瓦を叩いてみれば、文明開化
の音がする―」『横浜市博物館紀要』Vol.6　
P.1～36

●大脇潔 2012「世界の瓦」『古代』第129・130
合併号　早稲田大学考古学会　P.1～24

註
＊1 産業や教育の振興を目的とし、教育者もし
くは指導者として日本に招かれた外国人の
こと。

＊2 Alfred Gérard, 1837年～1915年。
1863年に来日。

＊3 千鳥葺き。耐風性・耐震性に優れている。
＊4 雨水などを溜めないため、流したい方向に
勾配をつける。瓦の型式により形が異なる。

＊5 東京上等裁判所や東京カテドラル教会など
で使用されたが現存せず。



武
器：

畳
ま
れ
た
状
態

腰
に
差
す
、
も
し
く
は

懐
に
入
れ
、
と
っ
さ
の

時
に
抜
き
出
し
た
。

傘：

半
開
き

１
の
状
態
を
下
か
ら
中

に
手
を
差
し
込
ん
で
、

手
の
ひ
ら
で
押
し
広
げ

る
。
日
傘（
笠
）、
小
雨

時
の
雨
傘（
笠
）。
頭
に

被
っ
た
。
閉
じ
具
合
に

よ
っ
て
は
、
扇
子
と
し
て

も
使
用
で
き
る
よ
う
で

あ
る
。

提
灯：

全
開

２
の
状
態
か
ら
内
側
を

下
に
引
き
下
げ
て
広
げ

る
。
実
用
品
と
し
て
は

蝋
燭
を
立
て
て
使
用
し

た
よ
う
だ
が
、
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
と
し
て
は
、
中

に
豆
電
球
を
入
れ
て
使

う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
後
継
者
不
足
の
問
題
は
、
多
数
の
産
地
で
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
各
地
で
育
成
事
業
が
立
ち
上
げ
ら
れ
る
な
ど
対

策
は
練
ら
れ
て
い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
購
買
層
が
育
た

な
い
限
り
、
工
芸
品
の
生
産
が
続
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

販
路
に
関
し
て
の
言
及
は
避
け
る
が
、
技
術
の
継
承
に
関

品
部
門
の
伝
統
的
工
芸
品
を
は
じ
め
と
す
る
収
蔵

品
は
ジ
ャ
ン
ル
も
幅
広
く
多
様
で
あ
る
。
今
回
は

そ
の
中
か
ら
著
者
が
興
味
を
ひ
か
れ
た
、
少
し
ユ
ニ
ー
ク

な
工
芸
品
を
紹
介
し
よ
う
。

　
知
覧
傘
提
灯
は
そ
の
名
の
通
り
、
傘
に
も
提
灯
に
も
使

う
こ
と
が
で
き
る
多
機
能
な
工
芸
品
で
あ
る
。
江
戸
時
代

後
期
に
、
薩
摩
藩（
鹿
児
島
県
）
の
下
級
武
士
に
よ
っ
て

考
案
さ
れ
、武
士
の
内
職
と
し
て
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
傘
の
骨
組
み
と
し
て
周
囲
13
㎝
ほ
ど
の
太
さ
が
あ
る

竹
の
、
１
節
を
32
等
分
し
、
上
下
か
ら
手
漉
き
和
紙
を
貼

り
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る
。
本
品
含
め
た
後
述
す
る
再
興
後

の
作
品
は
、
植
物
が
漉
き
込
ま
れ
た
も
の
や
、
模
様
の
入
っ

た
和
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
い（
図
）。
大
正
時
代

頃
ま
で
は
実
用
性
を
重
視
し
た
作
り
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

に
入
る
と
装
飾
品
と
し
て
の
価
値
に
重
点
が
置
か
れ
、
和

紙
で
は
な
く
絹
張
の
も
の
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
海

外
に
輸
出
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
戦

時
色
が
濃
く
な
る
中
で
生
産
を
中
止
し
た
。
そ
の
後
は

1
9
7
5
年
に
再
興
さ
れ
、
鹿
児
島
県
指
定
の
伝
統
的
工

芸
品
に
も
名
を
連
ね
た
。
現
在
は
後
継
者
不
足
の
た
め
に

生
産
さ
れ
て
い
な
い
。

　
知
覧
傘
提
灯
の
多
機
能
ぶ
り
を
写
真
と
と
も
に
見
て

み
よ
う
。

し
て
は
、
実
物
の
工
程
見
本
や
映
像
で
の
作
業
風
景
を
残

し
、
一
度
絶
え
た
と
し
て
も
復
興
で
き
る
よ
う
記
録
を
残
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
上
記
に
付
随
し
、
商
品
部
門
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、

工
芸
品
を
知
っ
て
も
ら
う
窓
口
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
展

示
に
限
ら
ず
、
現
在
当
館
で
活
発
に
活
動
し
て
い
る
S
N
S

や
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
有
効
に
活
用
し
、
多
角
的

に
収
蔵
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
産
地
に
関
心
を
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

商

123

知
覧
傘
提
灯

富
永
今
男
・
作 

　鹿
児
島
県
　1
9
9
5
年
収
集

林
田
真
由
子

G
E
R
A
R
D
銘
を
入
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
刻
印
さ
れ
て
お

り
、
ブ
ラ
ン
ド
的
地
位
を
得
て
い
た
。
ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
は

大
き
さ
か
ら
Ⅰ
型
と
Ⅱ
・Ⅲ
型
に
分
け
ら
れ
、Ⅰ
型
は
プ

レ
ー
ト
の
位
置
、
表
記
内
容
な
ど
か
ら
さ
ら
に
五
種
（
A

〜
E
）
に
分
け
ら
れ
る
。
当
館
が
所
蔵
す
る
前
場
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
に
は
Ⅰ
型
と
Ⅱ
型
が
あ
り
、Ⅰ
型

に
は
E
と
D
が
あ
る
。写
真
は
Ⅱ
型
の
資
料
で
、全
長
40
㎝
、

最
大
幅
20
㎝
、
高
さ
3.5
㎝
の
長
方
形
で
あ
り
、
表
面
中
央

の
水
返
し
＊4
と
裏
面
を
飾
る
菱
形
の
レ
リ
ー
フ
が
特
徴
で
あ

る
。
プ
レ
ー
ト
か
ら
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
の
名
前
と
1
8
7
8

年
に
横
浜
で
作
ら
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、
こ
の
瓦

根
を
葺
く
建
築
材
料
の
一
つ
に
瓦
が
あ
る
。
ア
ジ

ア
地
域
や
エ
ー
ゲ
海
沿
岸
で
古
く
か
ら
使
用
さ
れ

て
き
た
。
近
代
以
降
は
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
は
じ
め
、

広
く
世
界
規
模
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ
ん
な
世

界
の
瓦
の
中
で
も
日
本
と
縁
深
い
フ
ラ
ン
ス
瓦
を
取
り
上

げ
て
紹
介
す
る
。

　
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
、
日
本
は
近
代
化
の
た
め
に

お
雇
い
外
国
人
＊1
を
多
く
雇
用
し
た
。
彼
ら
が
暮
ら
し
て
い

た
外
国
人
居
留
地
に
は
洋
風
建
築
が
立
ち
並
ん
で
い
た
が
、

従
来
の
日
本
の
瓦（
和
瓦
）で
は
建
物
の
見
た
目
に
合
わ
ず
、

新
た
に
西
洋
瓦
（
フ
ラ
ン
ス
瓦
）
を
製
造
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
製
造
に
日
本
で
初
め
て
成
功
し
た
の
が
、
横
浜

山
手
に
工
場
を
構
え
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
実
業
家
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
ジ
ェ
ラ
ー
ル
＊2
で
あ
る
。
彼
が
製
造
し
た
フ
ラ
ン
ス
瓦

は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
と
も
呼
ば
れ
、
横
浜
居
留
地
を
中
心
に

多
く
の
洋
風
建
築
に
使
わ
れ
た
。
二
種
類
も
し
く
は
一
種

類
の
暗
い
色
の
瓦
を
一
直
線
で
葺
く（
図
1
）和
瓦
と
違
い
、

フ
ラ
ン
ス
瓦
は
明
る
い
色
の
凹
凸
の
な
い
平
瓦
（
板
瓦
）

を
上
下
左
右
に
重
ね
合
わ
せ
て
葺
く
＊3 （（
図
2
）。
こ
の

よ
う
な
瓦
の
葺
き
方
が
フ
ラ
ン
ス
で
発
明
さ
れ
た
の
は
19

世
紀
半
ば
で
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
が
横
浜
で
瓦
を
製
造
し
始
め

た
1
8
7
3
年
に
重
な
る
。
ま
た
ジ
ェ
ラ
ー
ル
の
工
場
で

は
職
人
に
よ
る
手
作
業
で
は
な
く
、
機
械
に
よ
る
瓦
の
製

造
を
行
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
彼
は
最
新
設
備
で
最
先
端
の

瓦
の
製
造
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
作
ら
れ
た
瓦
に
は

が
ど
こ
の
ど
の
よ
う
な
建
物
に
葺
か
れ
て
い
た
の
か
は
分

か
っ
て
い
な
い
。

　
ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
は
当
時
の
公
共
施
設
な
ど
大
型
洋
風
建

築
＊5
に
多
く
用
い
ら
れ
た
が
、
一
般
住
居
の
ほ
と
ん
ど
が
和

風
建
築
で
洋
風
建
築
が
民
家
ま
で
普
及
し
な
か
っ
た
こ
と
、

最
先
端
機
械
の
維
持
費
の
た
め
か
割
高
で
安
い
手
製
の
和

瓦
に
比
べ
て
売
れ
行
き
が
悪
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
様
々
な

要
因
が
重
な
り
1
8
9
0
年
代
以
降
衰
退
し
て
い
く
。
し

か
し
、
日
本
近
代
建
築
の
先
駆
け
と
な
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ル

瓦
は
、
近
代
化
を
支
え
た
重
要
な
遺
産
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

屋 日
本
近
代
化
の
遺
産
、ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦

遠
藤 

瞳
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図 1　和瓦葺きの屋根　トレース図

図 2　フランス瓦葺きの屋根　トレース図

（図）館蔵品は笹と金箔を漉き込んだ和紙を使用。
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土偶グッズをゲットしよう！

月～金　10:00～16:30　土　10:00～12:30
※日曜日・祝日・大学が定める休日および夏季・冬季休業日は閉室
※販売品・価格・開室時間は変更する場合があります

2022年3月26日発行　【印刷】株式会社サンヨー　【第78号製作スタッフ】島田和高・忽那敬三・勝見知世・遠藤瞳子　

土偶Ｔシャツ山形土偶キーホルダー

常設展示室考古部門の人気者・土偶が新しいグッズとして続々登場！
おにぎり頭とすました表情、ピンと伸びた両手が可愛らしい、千葉県江原台遺跡出土の
山形土偶をモチーフとしたアクリルキーホルダー。
さらに昨年世界遺産となった、青森県亀ヶ岡遺跡出土の遮光器土偶と山形土偶が
コラボした土偶Ｔシャツ。
どちらも考古ファン必見のアイテムです！ぜひお買い求めください。

山形土偶キーホルダー　税込価格 300円
土偶Ｔシャツ（サイズ：XXL／XL／L／M／S）　税込価格 各1,100円

どぐう

え ば ら だ い い せ き

か め が お か い せ き

や ま が た どぐ う

し ゃ こう き どぐ う


